
 
 

救急科 Emergency Medicine 
 

１． スタッフ構成(2026 年 3 月時点) 

 馬越 健介(救命救急センター長、災害医療センター長) 
2002年愛媛大学医学部卒 
専門分野：救急・集中治療、災害医療 
資格：日本専門医機構救急科専門医、日本救急医学会指導医、

日本集中治療医学会集中治療専門医、厚生労働省臨床研修指

導医 

 橘 直人(主任部長) 
2003年愛媛大学医学部卒 
専門分野：救急・集中治療、災害医療 
資格：日本専門医機構救急科専門医、厚生労働省臨床研修指導

医 

 田中 光一(部長) 
2005年愛媛大学医学部卒 
専門分野：救急・集中治療、災害医療、病院前救急 
資格：日本専門医機構救急科専門医、日本航空医療学会認定指

導者、日本集中治療医学会集中治療専門医、厚生労働省臨床研

修指導医 

 芝 陽介(部長) 
2009年愛媛大学医学部卒 
専門分野：救急・集中治療、災害医療 
資格：日本専門医機構救急科専門医、日本集中治療医学会集中

治療専門医、厚生労働省臨床研修指導医 

 越智 麻理絵(部長、地域医療キャリア形成支援センター勤務) 
2011年自治医科大学卒 
専門分野：救急・集中治療、内科一般 
資格：日本専門医機構救急科専門医、日本内科学会総合内科専

門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医、厚

生労働省臨床研修指導医 

 塩岡 天平(部長) 
2011年東京医科大学卒 
専門分野：救急・集中治療、災害医療 
資格：日本専門医機構救急科専門医、日本内科学会総合内科専

門医・指導医、日本腎臓学会腎臓専門医、日本透析医学会透析

専門医、厚生労働省臨床研修指導医 

 佐藤 裕一(医長) 
2012年愛媛大学医学部卒 
専門分野：救急・集中治療、災害医療 
資格：日本専門医機構救急科専門医、日本集中治療医学会集中

治療専門医、ICD制度協議会インフェクションコントロールドクター 

 竹内 龍之介(医長) 
2016年愛媛大学医学部卒 
専門分野：救急・集中治療、災害医療 
資格：日本専門医機構救急科専門医、厚生労働省臨床研修指導

医 

 中城 晴喜(医長) 
2016年愛媛大学医学部卒 
専門分野：救急・集中治療、災害医療 
資格：日本専門医機構救急科専門医、厚生労働省臨床研修指導

医 

 中村 聡志(医長) 
2017年愛媛大学医学部卒 
専門分野：救急一般、集中治療 

資格：日本専門医機構救急科専門医、厚生労働省臨床研修指導

医 

 二宮 鴻介(医長) 
2017年愛媛大学医学部卒 
専門分野：救急一般、集中治療 
資格：日本専門医機構救急科専門医、日本集中治療医学会集中

治療専門医、厚生労働省臨床研修指導医 

 斉藤 美瑛(医師) 
2020年岡山大学医学部卒 
専門分野：救急一般、集中治療 

 黒尾 健人(専攻医) 
2022年自治医科大学卒 
専門分野：救急専攻 

 日野 壮周(専攻医) 
2021年大阪医科大学卒 
専門分野：救急専攻 

 

２． 実績 

■ 主な対応症例 
疾患名 症例数 

CPAOA 555 

多発性外傷(CPAOA 除く) 93 

敗血症 69 

急性呼吸不全 44 

急性中毒 14 

アナフィラキシーショック 12 

環境障害 12 

重症代謝異常 9 

重症熱傷 5 

その他 46 

合計 859 

 

CPAOA, 
64.6%

多発性外傷

(CPAOA除く), 
10.8%

敗血症, 8.0%

急性呼吸不全, 
5.1%

急性中毒, 
1.6%

アナフィラキシー

ショック, 1.4%
環境障害, 

1.4%

重症代謝異常, 
1.0%

重症熱傷, 
0.6%

その他, 
5.4%



 
 

３． 2026年度目標 

(1) 病院前救護の強化 
 愛媛県ドクターヘリ事業の推進 
 愛媛県消防防災ヘリ、他県ドクターヘリとの連携 
 松山市消防局ワークステーション隊との連携 

(2) シームレスな救急・集中治療体制の充実 
(3) 学会発表、雑誌への投稿 

 

４． 学術関係 

(1) 学会発表および講演 
1. 田中光一. 愛媛県ドクターヘリの運航実績. 令和 6 年度愛媛県ドクターヘリ

症例検討会. 松山 (2025.3.4) 
2. 田中光一. 愛媛県ドクターヘリ～通信司令員が知っておきたいこと～. 愛媛

県消防学校 通信司令員業務研修. 松山 (2025.3.13) 
3. 斉藤美瑛、塩岡天平、二宮鴻介、中村聡志、中城晴喜、竹内龍之介、佐藤

裕一、越智麻理絵、芝陽介、田中光一、橘直人、馬越健介. 腸骨筋血腫と

膿瘍の鑑別に苦慮したサルモネラ菌血症の 1 例. 第 41 回日本救急医学会

中国四国地方会. 出雲 (2025.5.30-31) 
4. Koichi Tanaka、Miei Saito、Satoshi Kikuchi(Department of Emergency medi-

cine, Ehime University Graduate School of Medicine, Toon, Ehime, Japan), 
Hironori Matsumoto(Department of Emergency medicine, Ehime University 
Graduate School of Medicine, Toon, Ehime, Japan)、 Kensuke Umakoshi、Jun 
Takeba(Department of Aeromedical Services for Emergency and Trauma Care, 
Ehime University Graduate School of Medicine, Toon, Ehime, Japan). WHAT 
ARE THE MORE OBJECTIVE AND SIMPLE PROGNOSTIC PREDIC-
TORS FOR BURNS IN ELDERLY PATIENTS? A RETROSPECTIVE 
STUDY OF BURN CASES AGED 65 YEARS OR OLDER IN EHIME PRE-
FECTURAL CENTRAL HOSPITAL. 48th annual conference on SHOCK. 
Boston, MA, USA (2025.5.31-6.3) 

5. Miei Saito、Koichi Tanaka、Mohammed E. Choudhury、Satoshi Kikuchi、
Kensuke makoshi、Hironori Matsumoto、Hajime Yano、Jun Takeba、Junya 
Tanaka. The BBB-permeable dopamine D1-like receptor selective agonist SKF 
improves sepsis-induced mortality by normalizing HPA axis disturbances. 48th 
annual conference on SHOCK. Boston, MA, USA (2025.5.31-6.3) 

6. 田中光一、斉藤美瑛、毛利貴恵. 愛媛県ドクターヘリによる転院搬送. 愛媛

県ドクターヘリ利用説明会(東予東部地区). 新居浜 (2025.8.5) 
7. 越智麻理絵、田中光一. 愛媛県ドクターヘリによる転院搬送. 愛媛県ドクタ

ーヘリ利用説明会(西予市). 西予 (2025.10.23) 
8. 田中光一. 愛媛県ドクターヘリによる転院搬送. 愛媛県ドクターヘリ利用説

明会(久万高原町). 久万高原 (2025.10.28) 
9. 佐藤裕一. 愛媛県立中央病院における壊死性筋膜炎と A 群溶血性連鎖球

菌増加の関連. 第 53 回日本救急医学会総会・学術集会. 大阪 (2025.10. 
28-30) 

10. 二宮鴻介、中城晴喜、斉藤美瑛、中村聡志、竹内龍之介、越智麻理絵、塩

岡天平、佐藤裕一、芝陽介、田中光一、橘直人、馬越健介. アルガトロバン

投与により偽性低フィブリノゲン血症を呈したヘパリン起因性血小板減少症. 
第 53 回日本救急医学会総会・学術集会. 大阪 (2025.10.28-30) 

11. 田中光一、斉藤美瑛. 愛媛県ドクターヘリによる転院搬送. 愛媛県ドクター

ヘリ利用説明会(宇和島地区). 宇和島 (2025.10.30) 
12. 斉藤美瑛、田中光一. みかんの国から. 第 32 回日本航空医療学会総会・

学術集会. 沼津 (2025.11.14-15) 
13. 田中光一、志女木智奈美. 愛媛県ドクターヘリによる転院搬送. 愛媛県ドク

ターヘリ利用説明会(今治地区). 今治 (2025.11.27) 

(2) 論文・著書 
1. 田中光一、越智麻理絵、二宮鴻介、塩岡天平、中城晴喜、竹内龍之介、馬

越健介. 両側声帯麻痺から緊急気管切開による気道確保を必要とした経鼻

胃管症候群 4 例の検討. 日本救命医療学会雑誌 39 巻. 9-21 (2025.3) 
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